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本年２月２日の研究会（於：法政大学）

「ブランド研究のアジェンダを考える」

第１回研究報告会報告と本日の話題との関係

個人的な研究史を振り返りつつ、必要とされる
研究のアジェンダを提示

本日のリサーチ・プロジェクト・セッション

「ブランド研究で今、何がホットなのか？」

前回提示したアジェンダの中から、最近の状況を加
味して個人的な関心事や興味を紹介
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消費者行動研究と戦略論との接点としてのブランド

基本的認識：ブランドは消費者行動研究と戦略論との接点で
あったし、今後もそうあるべきである。また、接点たり得たの
は、ブランド知識構造をベースとした理論的再構築によるもの
であった。

例えば、Keller(1998）の顧客ベース・ブランド・エクイティ概

念は、ブランド知識構造論をベースに、消費者行動研究と戦略
論とを架橋した。

第４版（2013）

Chap. 2 ブランド・ポジショニング

Chap.3 ブランド・レゾナンスと
ブランド・バリュー・チェーン

Chap.4 ブランド・エレメント

ブランド知識構造をベースに、価値と
関係性の問題をうまく構造化している。



4出所）Schmitt(2012)

直近ではSchmitt(2012)の整理・体系化が参考になる・・・
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５つの心理的プロセス

識別（identifying) 経験(experiencing) 統合(integrating) 象徴(signifying) 結合(connecting)

対象中心の
エンゲージメント

ブランド・
カテゴライゼー

ション

ブランド知覚
（多重感覚知覚）
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出所）Schmitt(2012), p.9を修正（原著においては円環モデルとして図示されている）。

Schmittのブランドの消費者心理モデル
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まずは、基礎的研究・基盤的研究として、これらのセルを１つずつつぶして
いく必要がある。特に、報告者の立場としては、ブランド知識構造をベース
とした研究が、引き続き重要であると考える。
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提示した研究アジェンダ

①ブランドと自己との結び付き（brand-self connection）
を含めたブランド知識構造研究の掘り下げ

②普遍的（共通的）理論と個別戦略とを接合させるた
めのブランド・タイポロジー（類型化）の検討

③価値共創の視点から見たブランド、ブランド価値、
およびブランド構築に関する枠組の再整理

④研究知見の体系化、あるいは、体系的・統合的枠組
の下での研究と知見の蓄積

⑤価値の創造と獲得・維持のためのカテゴリー・イノ
ベーション、ブランドの経時的管理、ブランドの
体系的管理に関する研究
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提示した研究アジェンダ＜続＞

⑥ブランドの階層性と重層性に関する統一的な枠組
の構築（地域ブランド論を発展させた「場のブラ
ンディング」に関する研究、リアルな場だけでな
くサイバースペースも含んだ重層的・階層的な
ブランド問題に関する研究）

いま振り返ると非常に抽象的な物言いであったが、
本日は最近の幾つかの事例（結構ホットな）に関
連づけて、こうした研究アジェンダの持つ意味を
示してみたい。
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事例①激化するコーヒー戦争
（いかなるカテゴリーのブランドなのか）

カフェチェーン

ファーストフード

外食チェーン

缶コーヒー

コンビニコーヒー

新勢力

インスタント・コーヒー

家庭内・オフィス内



9

③日本コカコーラ（スマホアプリで「はなせる自販機化」）

②サントリー（サーモスとコラボして新しい飲用形態を提案）

①日本ネスレ（インスタント改め、「ソリュブル・コーヒー」に）

メーカー各社の逆襲により更に市場は変化していく
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事例②変貌するNB対PBの構図
（カテゴリーに限定されるNB、カテゴリーを超えるPB）

高級ベーカーリー

ホールセール・メーカー

200円の壁

金の食パン

ブランド階層



日立「ベーカリーレンジ」

東芝「石窯ドーム」

進化する電子レンジが更に市場を変えていく

11
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200以上のアパレルブランドが参加

NG
（バーコードの

撮影不可）

実証実験

事例③変貌するリアル対ネットの構図
（小売業はショールーミング化を克服すべく、ブランド価値を提供できるか）

スマホ化

バーコードを撮影し、詳細情報や
コーディネート確認、自宅で注文。
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阪急百貨店

一部おせちの販売を自粛

リッツカールトン 新阪急

一部のメニューで食材を偽装

事例④経営統合がブランドにもたらす想定外のリスク
（資本の論理による経営統合がもたらすブランド危機の連鎖）
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吉兆「食べ残しの再提供」

2007年

赤福「消費期限偽装」

2007年 2007年

2007年

白い恋人「賞味期限偽装」

ミートホープ「混入ひき肉販売」

2007年の食品偽装事件はブランド的には単純な構図だった
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ブランド研究で今、
何がホットなのか？

逆説的ではあるが、

ここで取り上げたホットなブランド問題に取り
組むためには、

「ブランド知識構造研究」

（特に、カテゴリー知識構造研究）

がホットであるべきである。
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ご清聴ありがとうございました。


